
厚生労働大臣

田村憲久殿

地域包括ケアが推進される中、人々の療養の場が医療機関から地域のあらゆる場所へ広がっています。

加えて、新型コロナウイルス感染が拡大・長期化する中で、日常的な健康管理の重要性にも改めて目が向

けられています。医療機関の外来や訪問看護ステーション等を拠点として、地域における療養支援や健康

支援の機能をますます強化することが必要です。また、国として働き方改革が進められる中で、看護職につ

いても柔軟な働き方、多様な働き方の二ーズが層高まっています。さらに、少子化の進展に鑑み、将来に

わたり看護の実効性を確保していくためには、看護職資格の活用基盤を強化するとともに、効率的な医療

提供に資する新たな看護資格の創設に向けた議論も急がれます。

さらには、新型コロナウイルス感染が長期化する中において、看護職員をはじめとする医療従事者への

支援は、地域の医療提供体制を現在そして将来にわたって確保・維持する観点からも、早急に対応すべき

重要な事項です。

以上より、令和4年度予算案等の編成にあたっては、特に以下の5事項につきまして必要な予算等が確

保されるよう、格別のご高配を賜りますよう要望します。

令和4年度予算・政策に関する要望書

公益社団法人

会 長
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要望事項

訪問看護提供体制の強化

看護職員の確保・勤務環境改善に恂けた取組みの推進

看護職の確保・質向上のための資格活用基盤の強化

ナース・プラクティショナー制度の創設に関する検討

コロナ禍における看護職員等の処遇改善
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